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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本研究では、膵内分泌腫瘍 (以下;pNETs)において Glucose transporter (以

下;GLUT)-1, GLUT-2, hypoxia-inducible factor(以下;HIF)-1αおよび IMP3の発

現が予後予測因子として有用であるかを検討した。 

70 例の検体を用いてそれぞれ免疫組織染色を行った結果、G2、NEC 

(neuroendocrine carcinoma)とmixed typeの pNETsで有意に GLUT-1と HIF-1

αの発現が高かった。また、GLUT-1 と HIF1-αが陽性の症例では、脈管侵襲や

ki-67、核分裂の数が有意に高かった。リンパ節転移は、GLUT-1 陽性症例で有意

に多かった。インスリンの発現は、IMP-3陽性の症例で有意に多かった。 

GLUT-1 陽性症例は、無病生存率が有意に低かった。HIF-1α陽性症例は、無病

生存率と全生存率がともに有意に低かった。 

多変量解析においては、無病生存率においてリンパ節転移が独立した因子であっ

た。G1/G2群では、腫瘍サイズとリンパ節転移が無病生存率における独立したリス

ク因子であった。 

以上の結果から、GLUT-1 発現は pNETs において予後予測因子となりうる可能

性が示唆された。 

 

以上の成績は、この方面の研究に知見を加えた意義あるものと考えられる。本論

文についての試験は、まず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明を求

め、各調査委員より専門的な観点から論文内容、及びこれに関連した事項について

種々質問を行ったが、いずれについても適切な回答を得た。 

 よって、調査委員合議の結果、試験は合格と決定した。 

 

 


